
 

 

 

第 3 期基本計画（平成１９年度から平成２３年度）では、近年の社会情勢を踏まえ

た「自立」「協働」「健康」の 3 つの視点をテーマとして掲げています。 

町が自立していくためには、町民等との「協働」が必要であり、「協働」を可能にす

るのは町民の「健康」であり、町の「健康」です。町の健康とは財政の健全化を意味

し、財政基盤の確立なしに町が「自立」することはできません。 

計画の２年目でテーマを完成すべく、新たな課の設置や統合等を行います。 

従来より行ってきた人件費の抑制等を継続するとともに「自立」「協働」「健康」を   

町民と築き上げてまいります。 
 

 

 

 

☆ ３つのテーマは相互に関連し、互いに支えあう関係にあります。 

 

 

    総務課・税務課・財政課           経営企画課（業務の見直し）（平成２０年４月） 

    ○人件費の抑制               ○民間経営の視点を行政に反映させる課の設置 

    ○町税収入の確保 

    ○歳出の抑制 

    ○受益者負担の適正化 

    ○未利用財産の活用 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

    健康福祉課（課の統合）、住民課         住民協働課の設置 
（平成２０年４月）                         （平成２０年４月） 

    ○小児生活習慣病予防健診            ○情報の提供 

    ○妊婦健診の充実（２回→５回）         ○交流サロンの設置（役場西庁舎１階、月～金） 

    ○食育の推進                  ○中央公民館に活動拠点を設置（火～日） 

    ○麻しん・風しん対策              ○公益活動補助金制度の創設 

    ○特定健康診査・特定保健指導          ○従来の協働事業の活動支援 

    ○メタボリック予防教室 

    ○後期高齢者保健事業 

○介護予防事業・チャレンジ教室 
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平成２０年度酒々井町の家計の状況（平成２０年度予算） 

 平成２０年度の町の家計は、三位一体の改革を受け地方交付税等が減少していく中ではありますが、税源移
譲の影響や地方交付税に地方再生対策費が盛り込まれたために貯金等を大きく取り崩すことなく予算の編成を

行っています。しかし、この状況も長く続くとは判断しがたく自立の道を確実に歩める努力を継続していく必

要があります。 

 平成２０年度予算は、町民と一緒に歩むための「住民協働課」の設置を柱に、子育て支援及び教育の推進、

町民の健康推進を図るとともに、町の将来の発展と財政基盤の確立のための地域活性事業（インターチェンジ

アクセス関連道路整備事業、下水道事業）などを位置づけています。 

１．町民公益活動事業の推進（住民協働課の新設） 

 

 
            町民（町民公益活動の支援）活動 

            知識や能力  ↓↑ 中央公民館に活動拠点を設置 

                   ↓↑ 交流サロンの設置（西庁舎１階） 

 

     情報の提供  ↓↑ 相談   地域活動(支援)↓↑   ※ 公益活動補助金制度の創設(助成) 
     講演会の開催 ↓↑ 協働への参加      ↓↑ 情報の提供、地域の課題 

              町民             町民 

 

町内には、知識や能力を持つ団塊の世代の方々が定年退職を迎えようとしています。貴重な経験を地域や 

まちづくりに活かしていただき、各分野において行われる町民公益活動を支援します。 

 
 

２．子育て支援と教育の推進 

 
   放課後子ども教室          放課後児童クラブ 

・酒々井小学校（週１回）      ・大室台小学校児童クラブ「大ちゃん学童クラブ」（公設民営） 

   ・大室台小学校（週１回）      ・昭苑幼稚園「酒々井児童クラブ」（民設民営） 

・酒々井小学校児童クラブ（公設民営） 

（平成２０年１０月開設予定、開設改修工事等を行います。） 

                                   
                             小中学校の充実 
   酒々井小学校                 ◎特色ある教育の充実、実現を図ります。 

  明治４１年４月、酒々井・墨・岩橋の三つの小学校を   ふれあい教室運営事業、スクールサポート事業、 

統合して酒々井尋常高等小学校が創設されてから、平成  豊かな心を育むＣ．Ｔ．Ｓプラン事業及び特色あ 

２０年は１００周年の記念の年を迎えます。       る教育活動の推進等独自な事業の推進 

創立１００周年記念事業を開催します。         ◎小中学校の施設、備品、図書の充実を図ります。 

これに合せて、耐震性が低い酒々井小学校屋内運動場    ・酒々井小学校  学習机、イスの更新 

の改築工事を行います。                          教材備品、図書の充実 

 平成２０年度 屋内運動場の設計、埋蔵文化財調査   ・大室台小学校  体育館等のカーテンを改修 

 平成２１年度 屋内運動場建設工事                   教材備品、図書の充実 

   平成２２年度 既存屋内運動場の撤去         ・酒々井中学校  楽器、教材備品、図書の充実 

住民協働課の設置 

児童・生徒 
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３．予防・検診事業の推進 

４．プロジェクト事業 

  少子高齢化に備える産業振興策として、酒々井ＩＣを中心とした交通網の整備を行うことにより企業・商

業施設等の集積が進み産業の活性化が図られ、さらには観光の振興、中心市街地の活性化が図れる計画を進

めていきます。また、行財政改革の推進と行政の効率化を併せて進めることにより、自立のための財源を確

保するための事業を行っていきます。 

                                          （単位：千円） 

平  成  ２  ０  年  度  予  算 
基本目標 プロジェクト事業名 総 事業費 

事 業 費 国県支出金 地 方 債 一般財源 

いこいと安らぎのある

機能的なまちづくり 

インターチェンジアク

セス道路関連整備事業 
1,100,000 154,160 103,600 37,600 12,960 

酒々井小学校屋内運動

場改築事業 
390,000 34,758   34,758 

豊かな心を育み生きが

いを感じられるまちづ

くり 酒々井小学校屋内運動

場整備事業(確認調査) 
     266 266   266 

 
史跡本佐倉城跡整備事業 1,090,000 11,930 7,642  4,288 

下水道整備事業   206,000 31,207 11,000 11,000 9,207 いこいと安らぎのある

機能的なまちづくり 
流域下水道計画見直し

事業 
    5,250 5,250   5,250 

計 2,791,516 237,571 122,242 48,600 66,729 

 

 

   

 

 

 

 

（（（（新新新新））））小児生活習慣病予防教室小児生活習慣病予防教室小児生活習慣病予防教室小児生活習慣病予防教室        

    （（（（新新新新））））特定健康診査特定健康診査特定健康診査特定健康診査・・・・特定保健指導特定保健指導特定保健指導特定保健指導                                        （（（（新新新新））））後期高齢者保健事業後期高齢者保健事業後期高齢者保健事業後期高齢者保健事業 

（（（（新新新新））））麻麻麻麻しんしんしんしん・・・・風風風風しんしんしんしん対策対策対策対策 

                         介護予防介護予防介護予防介護予防のためののためののためののための生活機能評価生活機能評価生活機能評価生活機能評価    

      がんがんがんがん検診検診検診検診（（（（子宮がん検診、乳がん検診、胃がん検診、大腸がん検診、肺がん検診等） 

      妊婦健診妊婦健診妊婦健診妊婦健診のののの充実充実充実充実：：：：5555 回回回回                （（（（新新新新））））メタボリックメタボリックメタボリックメタボリック予防教室予防教室予防教室予防教室 

    （新）食育の推進            ボディマネージメントスクール 

 

 ※ １．詳しい内容については、健康づくりカレンダーや広報をご覧ください。 

  ２．(新)は、平成２０年度に新しく盛り込まれた事業です。 
・ 特定健康診査、メタボリック予防教室、後期高齢者保健事業は、今まで住民健診として実施して 

いた事業の一部が制度改正により行われる新たな事業です。 

・ 小児生活習慣病予防教室は子どもと保護者への健康教育を行います。 

・ 食育の推進は、町民の健全な食生活の実践を図ります。 

・ 麻しん・風しんの流行に対処します。（乳幼児、中学１年生、高校３年生、未接種の児童・生徒） 

・  妊婦健診は、少子化対策の一環として負担の軽減を図るため２回から５回へ公費負担の充実を行 

います。             

町民の健康 

0歳 20歳 40歳 65歳 75歳 

酒酒酒酒々々々々井町健康井町健康井町健康井町健康ビジョンビジョンビジョンビジョン    
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                                     （単位：千円） 

歳入　50億305万6千円

地方交付税,

716,300

国庫支出金,

348,451

県支出金,

323,973

各種交付金,

361,200

町債,

263,800

その他,

 350,071

町税,

2,639,261

 

 

歳出　50億305万6千円

その他,
315,859

消防費,
415,896

衛生費,
444,713

土木費,
414,391

教育費,
763,844

公債費,
767,721

総務費,
891,581

民生費,
989,051

 
 

 

歳出＝性質別＝ 50 億 305 万 6 千円

公債費,

 767,721 

物件費,

724,314

扶助費,

 326,560

維持補修費, 
8,899

普通建設事業,

380,787

その他,

 430,870

補助費等, 
832,891

人件費, 
1,531,014 

グラフグラフグラフグラフでででで見見見見るるるる平成平成平成平成２０２０２０２０年度予算年度予算年度予算年度予算    

左の表は、平成２０年度予算の

歳入について現しています。 

町税は、平成１９年度の国から

の税源移譲等から行われたため平

成１８年度決算額と比較しますと

１億５千万円程増加となっていま

す。 

地方交付税は、地方再生対策費

の創設等により平成１８年度決算

額と比較しますと８千万円程増加

となっています。 

その他は、負担金、使用料、手

数料、繰入金、繰越金、諸収入等

の予算額です。 

右の表は歳出を現しています。 

民生費は、放課後子どもプラ

ン、児童手当、障害者施策等の推

進のより増加傾向にあります。 

教育費についても、酒々井小学

校屋内運動場整備、教材備品等の

充実等により増加しています。 

衛生費では、食育の推進、メタ

ボリック対策、乳幼児医療費、妊

婦検診の充実、麻しん・風しん対

策などを盛り込んでいます。 

土木費には、インターチェンジ

アクセス道路関連整備事業等の

事業が含まれています。 

 人件費は、議員や委員の報

酬、職員等の給料などで平成１

８年度と比較しますと９千万

円ほどの減額となっています。 

 補助費等は、後期高齢者医療

制度の創設に伴う負担金や所

得変動による税源移譲の影響

に伴う住民税からの償還金等

により７千万円ほど増額とな

っています。 

 地方債は平成２０年度末で、

４８億円の残高で、本年度は約

８億円の公債費からの償還で

す。 

 扶助費は、乳幼児医療費等が

増加しています。 

４ 


